
ドップラー効果（彰

◆反射板がある場合のドップラー効果

（a）音源からの音が反射板に達するまでの過程

反射板が観測する振動数

′′＝畢′

（b）反射板からの反射音が観測者に達するまでの過程

観測者に聞こえる音の振動数

′〝＝扇忘′′三着莞′

発展

◆音源または観測者が斜め方向に動く場合のドップ

ラー効果

音源が斜めに動く場合，音源の速度の観測者方向の

成分は〃sCOSβなので，観測者に聞こえる書の振動数

′′＝ヤ＿志。S〆

包′′‘

観測者が斜め方向に動く場合も同様に，観測者に聞

こえる昔の振動数′′′は，

′〝＝γ‾WOSβ′

l■■■』四国に慣れよう！
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匪垂lO　振動数400Hzで振動する音源Sからの

昔が，速さ5．0m／Sで音源Sから遠ざかる反射板R

で反射して．音源と反射板の間の観測者0に達する。

買若返芸芸認諾㌫音の朗は。くらか。

340m／皇

≒394Hz

（l）例題1で，反射板Rが速さ5．0m／Sで音源Sに近

づく場合，

①　反射板Rが観測する舌の振動数はいくらか。

ta　反射板R盲，根知数f′の音源と見なすと．

音源が動く場合のドップラー効果の泉より，

fo＝羞f・＝手篭f

…‡3霊：；霊宝X400Hz≒3剛Z

（吾　観測者0には，単位時間に何回のうなりが聞こ

えるか。

Ea　単位時間に聞くう守りの固執す，音源Sから

の丘梓の音と．反射叔R勺、らの反射音との楯動教

n＝け－f。l＝4。。Hz－…Hz＝12Hz　望旦目
一二＝n＝コドず二三く＝＝7＝：五二一二二血■－17　＿七二二‘二二一▼こ照一－j＝エビ一五二ナ＝¶てこ王墓＝てこここpT一二二二二一L一一一一二ご七二J＝二一＝＝エニー＝＝二㌢＝7こじ＝ご占＞▲一二二」

③　観測者0には．単位時間に何団のうなりが聞こ

えるか。

②　観測者0に聞こえる書の振動数はいくらか。

（2）例題1で，反射板がある一定の速さで音源Sか

ら遠ざかったところ，観測者0には380Hzの音が

聞こえた。反射板の速さはいくらか。



田ヨ匪垂】包
囲のように，音源Sが振動数丘の書を出しながら直

線AB上を一定の速さVでAからBに向かって進ん

でいる。音速をVとする。

専破却毒0

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　－　　　　　　＿　　‥

発展

（3）例題2で，点Qに対して点Pと対称な位置にあ

る点Tで音源が出した書は，点Rにいる観測者に

はいくらの振動数の舌として聞こえるか。

発展

（4）例題2で．観測者が点

Qに近い位置に移動L A

て，音源が点Pで出し

た音を聞いた。このとき，

移動前と比べて書の高さ

はどのように変化するか。

盲盲扇面
を皇国のように半径－

定の円周上を振動　D

数茄の音源が一

定の速さびで回転　ひ

・、　　　　較剰毒

している。このとき．園の点A～Dで発した書を

聞くものとし．音速をVとする。
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㌻蒜蒜蒜罰
にいる観測者にはいくらの振動数の舌として聞こ　呈

えるか。　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

Q f′＝
「－UCOS‘00

＝羞fo

f。　　　P

②　点Qを音源が通過したときに出した書は，観測

者にはいくらの振動数の書として聞こえるか。

Q AQ盲i組するとき，音源は納測考の方には

近一ザ勺、甘い。Lr二がって，融測着にWこえる舌の

根軌敷け音源の楯軌数を千のものである。

発展

（5）例題2で，観測　楯軌敦

変化をしたという。このとき，観測者はRQ上のど

こに立っていたか。

このとき，音源がどの点で発した音が，最も高

こえるか。また，その振動数はいくらか。

田　音源の速腋が融剰毒に近づく向きである

で脅しrこ青竹最も鳥くWニえる。まrこ．融測

聞こえる舌の根軌軌ま，

f＝諾詐

発展

（6）例題3で，音源がどの点で発した音が．最も低く聞こえるか。また，その振動数はいくらか。
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